
 
 

令和８年１０月５日  

政策経営部企画課  

 

こそだてアガる LAB について 

 １ LAB の目的 

  少子化の進行や価値観の多様化により、若い世代にとって子育ては不安や

負担として捉えられやすい状況にあり、子育ての楽しさや前向きな側面が十

分に共感されていないことが課題となっている。このため、若い世代の視点や

感性を生かしながら、「より子育てがしたくなる」、「子育てが楽しく感じられ

る」企画アイディアの創出を目的とし、概ね３０歳代までの職員によるワーク

ショップを開催する。 

 

２ 検討テーマ 

（１）これからの結婚が、ちょっと楽しみになる社会づくり 

（２）出産を、寄り添い合いながら迎えられる環境づくり 

（３）子育ての日々に、笑顔の瞬間が増えていくまちづくり 

※上記各テーマについて、グループワークを通じてアイディア出しを行う。 

 

３ 参加者について 

  職員１８名（男性：１４人 女性：４人 平均年齢：２９．１歳） 

 

４ ワークショップの開催概要 

（１）第１回ワークショップ 

①開催日時 令和８年６月２２日（月） 

②開催概要 

・こども未来部長講話「基礎自治体における少子化対策」 

・結婚・出産・子育てを取り巻く状況について（基礎情報提供） 

・グループワーク（前向きリストづくり）           など 

（２）第２回ワークショップ 

  ①開催日時 令和８年７月９日（木） 

  ②開催概要 

  ・「あったらうれしい」実現アイディアの検討（グループワーク） など 

 （３）第３回ワークショップ 

①開催日時 令和８年７月１６日（木） 

  ②開催概要 

  ・「あったらうれしい」実現アイディアの検討（グループワーク） 

・区長・副区長等との意見交換                 など 
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